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毎月の事業報告！ 会
報

雪だるま作ろ～♬106

良い夫婦の日に入籍しました♡
五十嵐

最近気になることは
カピバラの湯冷めです

板屋

行事続きだった
我が家の「霜月騒動」が
やっとおさまった

田辺

1日目のみ開催した夜の部は、焚き火を囲みながら音楽とお酒が楽し
める大人の時間として、81cafeでのアコースティックライブ、縁たく・
パーラーだるまによるフード販売、竹灯籠のワークショップなどを開催し
ました。大人はもちろん、子どもたちも焚き火にあたってスープを飲ん
だり、かけっこしたりと大はしゃぎ。大人は音楽を楽しんだり、焚き火を囲
んで談笑したり終始まったりとした様子でした。この時期にしては珍しく
気温5度と比較的暖かい夜だったのも功を奏したのか多くの方に来場い
ただけてよかったです。

開催日：2022年11月12日（土）・11月13日（日）　来場者合計：946名

フレスポ飛騨高山

ファミリーフェスティバル

～大人時間～

周年祭夜の部

まちスポ飛騨高山屋内スペースで2日間に渡り開催された「ハンドメイ
ドマルシェ」は、7名の様々なジャンルの作家さんが出店くださいました。
これからの時期に重宝する手作りのアクセサリーや、雑貨、小物、スィー

ツなど作家さんのアイディアと思いの詰まったグッズが所狭しと並びまし
た。来館されたお客様は各ブースをゆっくりと回り、直接作家さんとおしゃ
べりしながらお買い物を楽しんでいる姿がとても印象的でした。
また、作家さん同士の交流の場にもなり、作家さんからは「コロナ前の

ような活気で、またぜひまちスポでマルシェを企画したい」とのお声があ
りました。

交流スペースの横に設置された特設ステージでは「親子で楽しい！」を
テーマにフレスポ飛騨高山ファミリーフェスティバルが開催されました。
1日目は、バルーンアートや音楽を通じて体を動かすリトミック、パネル

シアター、プレゼント付きクイズ大会などを開催。
2日目はあいにくの雨でしたが交流スペースを開放し、音楽に合わせて

体を動かしたりしながら屋内からステージを楽しんでいただきました。
飛騨地域で活動される団体や市民があの手この手で子供たちの笑顔

をたくさん引き出してくださった楽しい2日間となりました。

ハンドメイドマルシェ

　第12回のスキマ研究会は、「いろんな依存と死にたいきもちシンポジ
ウム」と題して開催されました。精神面での生きづらさを抱えている人の
支援に取り組んできた〈一般社団法人もちもちびと〉自立訓練ひるねこ
が、「依存症」「死にたい」をタブー視せず、その手前の気持ちを含めオー
プンに語り、共に考える場を作ることで、少しでも生きやすい地域になる
ことを願って企画されました。依存症と自傷行為研究の第一人者である
松本俊彦医師とオンラインでつながりました。当事者の方、経験者の方、
ご家族の方、医療関係の方、福祉関係の方から貴重な想いを聞くことが
できました。最後には、「明日からできることは何か」について参加者と松
本医師と一緒に考えました。

　地域課題の解剖図「ひだスキマ白書」。2022年9月に実施したクラウ
ドファンディングでは、153人794,000円のご支援と、多くの応援をい
ただきました。その白書がこの冬完成予定です。この勉強会では、これか
ら製本する原稿を少しでも早く皆様と共有したい！ということで、まだ完
成前ですが、第0回と題して今回ピックアップした地域課題や課題解決の
取り組みをちら見せ&解説しました。飛騨地域の20年後の人口予測や、
今直面している、またはこれから起こるであろう課題の調査結果を報告。
その後、参加者も交えて、感じている課題についてディスカッションを行
いました。
白書発行をお楽しみに！

周年祭フレスポ飛騨高山10
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スキマ研究会
第12回

開催日時：2022年11月4日（金）19:00～21:00
会場：村半＆：オンラインツール「Zoom」にて開催
共催：認定NPO法人まちづくりスポット
　　 一般社団法人もちもちびと
参加者：現地参加37名、オンライン11名　
講師：国立精神・神経医療センター 松本俊彦 医師

開催日：2022年11月29日（火）
会場：オンラインツール「Zoom」にて開催
参加者：11名

白書勉強会#0

出店者：soror、Bunny、みぃ*、Mamie、やってみよう展実行委員会、la f ra ise、leaf＊garden

ワークショップ参加者　7名



昨年からまちなかサロンで初心者向けの大正琴のサークル「彩音（さおん）」の活動を
スタート。今年のまちなかサロンの文化祭では、まちスポサポーターとしてイベントの
準備や運営面でも活躍された谷村さんにお話を聞きました。

ミニ体験会（左）とスタンプラリー（右）

大正琴との出会い
谷村さんが大正琴と出会ったのは、5年前。高

校時代のブラスバンド部の友人に誘われて、大

正琴のコンサートに行ったのがきっかけでした。

所属する団体では、年に１～２回、ステージでコ

ンサートを開催しています。その魅力にはまるう

ちに、指導者コースで資格取得を目指し、名取

となったことをきっかけに、人に教えて広めてい

きたいという思いが生まれました。

「大正琴の魅力は、なんといっても音が美しい

こと。そして、パートごとにわかれた音が一つに

なって響き合うアンサンブルのハーモニーが好

き」と話す谷村さん。楽器の魅力を伝えてみるこ

とから始めたいとまちなかサロンでの活動をス

タートさせました。

聞き書きボランティア活動   
にも参加

いつ出会っても笑顔で気軽に声をかけてくだ

さる谷村さん。まちなかサロンでは、彩音を始め

る前から「聞き書きカフェ富山」の活動にも参加

しています。いろんな方のお話を聞いて１冊の

本にまとめるという聞き書きの活動。「知らない

人と話しても緊張しなくなり、コミュニケーショ

ンスキルがアップしたように思います」。

文化祭でミニコンサート！
11月27日に開催された「まちなかサロンの文

化祭」では、サロンの活動を紹介するミニ体験

会でソロ演奏を披露。「演奏のほうはミュージッ

クプレイヤーの操作を間違えたり、グダグダな

ところはありましたが、いまの自分なりに表現

ご連絡はこちらまで
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▼ まちスポとやま
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できたのではないかと思っています。伴奏デー

タと大正琴の音のバランスや伴奏と合わせて

弾くことの難しさなど気づきもたくさんありま

した」。優しい音色と雰囲気に魅了された観客

からはアンコールの声も上がっていました。「展

示も急遽させていただいたのですが、お隣とお

向かいの出展者の方に話しかけて体験しても

らい『あーっ、なるほど！』と楽器に興味もっても

らえたのは、うれしかったです」。

まちスポサポーターとして活動
文化祭ではボランティアの募集にもすぐに手

をあげてくださり、他団体の展示や準備を前日

からサポートするなど大活躍。「サポーターとし

て他の団体の体験に参加することでコミュニ

ケーションもとれ、演奏も聴いてもらって良い

つながりができました。もっとたくさんの団体が

参加してもっともっと盛り上がっていったら楽

しいのに」と感じたそうです。

今後は、若年層にも大正琴の魅力を広げて

いきたいという谷村さん。ここから始まった活

動で４人でのアンサンブルが実現することが目

標です。

まちなかサロンが開設して５年。谷村さんの

ようにここで活動される方自身が新たなつな

がりを生み出していかれた、そんな瞬間に立ち

会えた節目の文化祭になりました。

彩音（さおん）

と・や・ま

総曲輪レガートスクエア５周年記念

　総曲輪レガートスクエアが開設されて５周年となった節目の文化

祭。毎年秋の文化祭では、まちなかサロンで活動するみなさんの展

示紹介などを行ってきましたが、今年は17団体の展示に加え、新た

な試みとして「ミニ体験会」を開催。体操やヨガ、琴の演奏など６つの

団体が普段の活動を短い時間で提供する時間を設けました。参加者

の中には、一般の方はもちろん、他団体から「やってみたかった」と参

加する人も。まちなかサロンで生まれたコミュニティ同士が交流し、

さらに新しい風が生まれていました。

また、５周年を迎えた総曲輪レガートスクエア各施設のことも知って

もらおうと、「GO！5スタンプラリー」を開催。親子連れなどがクイズ

にこたえながら、各施設や屋外の植物、ガラス作品などをめぐりまし

た。屋外には、まちなかサロンの登録団体「園むすびプロジェクト」の

企画による「あったかコーナー」が開催され、こたつとストーブを設

置し、温かい飲み物やみかんを販売。おばあちゃんから赤ちゃんまで

の多世代が、開催時間中かわるがわるこたつに集うほほえましい光

景がみられました。参加者は「子どもとスタンプラリーを楽しめまし

た」（幼児連れの女性）、「体験会に参加したりこたつで話したりでき

まちなかサロンの 

文化祭

主催：総曲輪レガートスクエア協議会
開催日：2022年11月27日（日）　参加者：575名

て、今日一日、超楽しかった！」（70代女性）、「初めてこ

こに来ましたが、また絶対来ます」（50代女性）などと

話していました。

穏やかな小春日和の日、総曲輪レガートスクエア内の花壇「コミュニ

ティガーデン」では、グリーンボランティアとして登録している総曲

輪レガートスクエアの利用者や、地域のグリーンキーパーの方が参

加して、植替え作業を行いました。花の種を事前に持ってきてくださ

る方もいて、来春に向けて、チューリップの球根や寒さに強い花苗と

ともに植え付けました。参加者は自宅で植えている植物や畑仕事の

話などに花を咲かせながら、和気あいあいとした雰囲気で交流を楽

しんでいました。来年の春夏は、いろいろな植物の開花を心待ちに

できそうです。

 総曲輪レガートスクエアの

      冬支度
主催：総曲輪レガートスクエア協議会
開催日：2022年11月10日（木）　参加者：7名

代表


